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[序論] 

我々は有機金属堆積(MOD)法により、ガラス基

板、Si基板上にビスマス(2)置換イットリウム鉄ガ

ーネット(Bi2Y1Fe5O12, Bi:YIG)層を製膜し、Bi:YIG

層製膜に際して Biを含まない YIG 層をバッファ

層として製膜することが Bi:YIG の結晶化と波長

1550 nmにおける 10
3
 deg./cmオーダーのファラデ

ー回転角を得るのに重要であることを明らかに

してきた[1, 2]。Bi:YIG のファラデー回転角は Bi

置換量を増やすにしたがって大きくなることが

知られている[3]。一部の製膜法では Bi置換量の

増加により結晶化が困難であることも報告され

ており、Bi置換量を増やすにはマグネトロンスパ

ッタ等、他の製膜法を用いる必要があることが知

られている。本研究では、従来より Bi置換量を

0.5 増やした YIG 薄膜(Bi2.5Y0.5Fe5O12, Bi2.5:YIG)の

ガラス基板上への製膜をMOD 法により試み、フ

ァラデー回転角・透過率等を測定したので報告す

る。 

[試料の作製] 

MOD 法を用いて石英ガラス基板上に YIG バッ

ファ層を介して Bi2.5:YIG薄膜を作製した。用いた

MOD 溶液は Bi2O3，Y2O3，Fe2O3が化学量論比 2.5 : 

0.5 : 5 にて混合されたものであり、これを塗布(ス

ピンコート)、乾燥、仮焼成、本焼成し製膜した。

YIG バッファ層に対する塗布~仮焼成の繰り返し

回数は 1回と 2回の 2種類とした。Bi2.5:YIG層の

上記繰り返し回数は 6 回で一律とした。YIG，

Bi2.5:YIG 製膜の最後の工程でそれぞれ 750℃，

620℃で 2 時間の本焼成を行った。比較のため、

単結晶 SGGG 基板上に YIG バッファ層を介さず

に Bi2.5:YIG 層を製膜した。Bi2O3:Y2O3比において

Bi2O3 の割合を増やしたことにより MOD 溶液の

粘度は下がり、スピンコート 1回あたりの膜厚が

薄くなることがわかった。 

[試料の評価] 

Fig.1に作製した Bi2.5:YIG試料、および、Bi2:YIG

の光学顕微鏡による表面写真(1000 倍)を示す。

Bi2.5:YIG 試料の表面の形状は Bi2.0:YIG 試料とほ

ぼ同様で、昇温・降温過程によって生じたひび割

れが見られた。Fig.2に室温におけるファラデー回

転角スペクトル(12 kG)を示す。YIG バッファ層製

膜時のスピンコート回数 2回の試料では 1回の試

料と比較して、約 1.3 倍のファラデー回転角が得

られ、SGGG 単結晶基板上へ製膜した試料と比較

して、約 90 %となった。本研究によりガラス基板

上に YIG バッファ層を介して Bi2.5:YIG 試料を製

膜でき、波長 1550 nmにおいて 0.0143°のファラ

デー回転角を得ることに成功した。 

    

 

 

 

 

 

(a) Bi2.5YIG              (b) Bi2.0YIG 

Fig.1  Bi2.5:YIG，Bi2:YIG試料の表面写真(×1000) 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig2 ファラデー回転角スペクトル(12kG) 
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